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研究成果の概要（和文）：間質性膀胱炎は膀胱痛・骨盤痛・頻尿・尿意切迫感を主症状とする原因不明の慢性炎
症性疾患である。特に、ハンナ病変を有する場合は、激しい膀胱痛や骨盤痛を伴い再発を繰り返す。現時点の治
療法としては、膀胱腔内に直接薬剤を注入する手段がとられているものの注入できる薬剤は限定されており、そ
の有効性も十分には示されていない。間質性膀胱炎による膀胱痛に苦しむ患者を救うためには、アブレーション
技術および、当該治療薬剤の開発が必要不可欠である。間質性膀胱炎において新規内視鏡下アブレーション技術
を確立し、病態制御解析をしながら最適な治療薬剤を探索し、治療最適化を目指した研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Interstitial cystitis is a chronic inflammatory disease of unknown cause, 
with bladder pain, pelvic pain, urinary frequency, and urinary urgency as the main symptoms. In 
particular, patients with Hanna's lesion have recurrent episodes of severe bladder and pelvic pain. 
Currently, treatment involves injecting drugs directly into the bladder cavity, but the drugs that 
can be injected are limited, and their efficacy has not been fully demonstrated. The development of 
ablation techniques and therapeutic agents is essential to help patients suffering from bladder pain
 caused by interstitial cystitis. We established a new endoscopic ablation technique for 
interstitial cystitis. We researched to search for optimal therapeutic agents while analyzing the 
pathological control of the disease, aiming to optimize treatment.

研究分野： 泌尿器科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、間質性膀胱炎治療の分野にパラダイムシフトを起こすようなインパクトを明確に内在してい
る。さらに内視鏡と当該アブレーションシステムの融合に伴う治療最適化・自動化システムの実現は、内視鏡治
療学の幅広い分野において、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・転換させる潜在性を有する研究である
といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

間質性膀胱炎は膀胱痛・骨盤痛・頻尿・尿意切迫感を主症状とする原因不明の慢性炎症性疾

患である。特に、ハンナ潰瘍を有する場合は、激しい膀胱痛や骨盤痛を伴い再発を繰り返す。現

時点の治療法としては、膀胱腔内に直接薬剤を注入する手段がとられているものの注入できる

薬剤は限定されており、その有効性も十分には示されていない。手術療法は全身/脊椎麻酔下で

の膀胱水圧拡張術もしくはハンナ潰瘍病変の電気凝固術であるが、多くの症例で治療抵抗性と

なり、根本的な解決手段には至っていないのが現状である。そのため、ハンナ型間質性膀胱炎に

対する「超低侵襲」かつ「根治」を目指した治療法の開発・普及が喫緊の課題である。我々は近

年、新たな治療戦略として薬剤の局所浸透・拡散の制御を可能とする新規内視鏡下アブレーショ

ン技術を開発した。 

 
２．研究の目的 

本研究では、この技術にもとづく究極の低侵襲治療を提案し、確立を目指した。盲目的に膀

胱腔内へ限られた薬剤注入のみでしか病変部（正常部を含む）を治療し得なかった領域に、我々

の新規内視鏡下アブレーション技術で病変部だけにターゲットを絞った治療を展開し、副作用

の観点からこれまでに使用できなかった治療候補薬剤のプラットフォーム化を行った。また、こ

の技術を内視鏡と「一体化」させ、人工知能を用いた治療の最適化、全自動システム化を実現し、

究極的には内視鏡が人間の手を借りず低侵襲治療を行うようになるための基盤技術の創成を目

指した。 

 
３．研究の方法 

岡山大学発の新規内視鏡下アブレーション（ISPS）技術により、①ハンナ型間質性膀胱炎の

根治的局所治療の基盤技術の確立、②局所アブレーション薬の創薬、③治療の最適化、④将来的

な治療全自動システム化を目指した研究を行った。ビーグル犬において、ハンナ型間質性膀胱炎

モデルを作製し、実験系を確立していた。このモデルを用いて、硝酸銀やフェノール等の浸透性

の強い液体で、膀胱に対する内視鏡下の当該技術の手技の確立をすすめた。そのうえでアブレー

ションを発揮できる医薬品候補を探索し、多種多彩な治療戦略を学術的に検討した。臨床使用が

可能な溶媒にどういった低分子薬や Radio isotope（RI）を混合すると安全性を担保したまま治

療効果が増強できるか、といった方針で研究に着手した。候補化合物の探索・設計については既

に各方面の研究グループからの支援を取り付けてた。次に、患部の状態を感知する ISPS 補助装

置及び液状薬剤浸透システムを用いて、薬剤の注入と吸引を制御し、最小限の薬量で最大限の治

療効果を引き出すための治療最適化を検討した。イヌハンナ型間質性膀胱炎モデルに対する当

該治療技術による治療効果の結果を検証し、最適な薬液注入・吸引スピードを設定した。 

 

４．研究成果 

①ハンナ型間質性膀胱炎の根治的局所治療の基盤技術の確立：ビーグル犬において、ハンナ

型間質性膀胱炎モデルを作製し、実験系を確立していた。ハンナ潰瘍を 2分以内でアブレーショ

ンすることが可能となった。②局所アブレーション薬の創薬：基剤として硝酸銀が有用であるこ

とが明らかとなった。硝酸銀を基剤として様々な薬剤を用いて実験を遂行し、特定の薬剤でハン

ナ潰瘍をアブレーションできることを見出した。③治療の最適化：最適な量、最適なアブレーシ

ョン時間、注入と吸引スピードなど、多くの情報を得ることができた。④将来的な治療全自動シ



ステム化を目指した研究：期間内に検証することはできなかったが、③で得たデータをもとに将

来的にはディープラーニングなどを用いて人工知能による自動化も検証してみる予定である。 
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